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序

紀伊半島の中央部を西流して紀伊水道へ注ぐ紀ノ川は、その流域に

平地をもち、人々に生活の場を与え続けてきました。特に、河田部に

は肥沃な平野部を形成し、周辺には古代より多くの人々が生活し、彼

らの活躍の舞台となりました。

近畿地方で最初に発見された縄文時代の貝塚である鳴神貝塚、県下

において最大級の弥生集落である大田 0黒田遺跡、古墳総数が600基

を越える岩橋千塚古墳群、馬冑をはじめ優れた馬具や武具を副葬して

いた大谷古墳など、当和歌山市はまさに古代よりの歴史の宝庫を所有

していると言えます。

私達は、地下に埋もれている貴重な文化遺産を保存し、後世に継承

していかなければなりません。年々、増加しつつある発掘調査の内容

を伝えるために、この年報を刊行することとなりました。

発掘調査の実施に際し、御協力を賜った関係各位に深謝するととも

に、本書がより広く活用されますよう切望いたします。

平成 4年 3月 31日

財団法人 和歌山市文化体育振興事業団

理事長 海野 榮喜男



例

1.本書は、昭和 63(1988)年 度と平成元 (1989)年度に実施した和歌山市内における埋

蔵文化財発掘調査の概要を掲載するものである。

2.各調査については担当者が構成 。執筆し、文末に氏名を記載した。

3.本書に掲載の調査について、報告書が刊行された際には、その報告書をもつて正式報告

とする。

4.ト レンチとは濤掘りによる調査区で、グリッドとは坪掘りによる調査区を指すが、対象

地の状況や調査の進行状況にもより厳密には規定できない。よつて、調査時の設定に従つ

て使用した部分が多い。略号としてグリッドはG、 トレンチはTを使り月することがある。
5。遺構の略号として、柱穴はP一、住居 。建物はSB一 、濤はSD一、定形・不定形の掘
り込みを土坑としてSK一、不明遺構・特殊遺構はSX― 等を使用することがある。
6.本書の全体的な編集は、前田敬彦が担当した。
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1.

I.0和歌山市文化体育振興事業団の概要
設立趣旨

和歌山市の文化体育の振興と健康で豊かな市民生活の向上に寄与するため次の事業

を行います。

①市民文化体育活動の振興に関する事業

②文化体育施設の管理運営に関する事業

③文化財に関する事業

④その他必要な事業

事業内容 (埋蔵文化財関係)

①埋蔵文化財発掘調査事業

②出土遺物整理事業

設立年月日

昭和 63(1988)年 4月 1日

出資者

和歌山市

基本財産

2500万円

所在地

和歌山市西汀丁29番地

事務局組織図 (埋蔵文化財関係 )

2.

3.

4.

5.

6.

(昭 和 63年 度)

理事長 一一一― 事務局長 一一― 総務課長

海 野 榮喜男  岡 本 正 茂  尾 崎
事

松

員

田

員

田

ノ‐、一
士バ
一則

士パ
一盃

主
　
　
学
　
　
学

(埋蔵文化財事務担当)

義 博

(埋蔵文化財発掘調査担当)

敬 彦

(埋蔵文化財発掘調査担当)

雅 司

(埋蔵文化財事務担当)

義 博

(埋蔵文化財発掘調査担当)

敬 彦

(埋蔵文化財発掘調査担当)

雅 司

(平 成 元 年 度 )

理事長 ―――一

海 野 榮喜男

事務局長 ―――

岡 本 正 茂

総務課長

尾 崎

主 事
小 松

学芸員

前 田

学芸員

益 田
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Ⅱ.埋蔵文化財の発掘調査概要
A.昭和63(1988)年度の調査

木年度の調査は 9件が挙げられるが、木ノ本周辺が 3個所、六十谷周辺が 2個所、また

岩橋千塚古墳群の西方の大田。黒田遺跡と秋月遺跡で調査が実施され、これらの 3地域で

集中して発掘調査が行われたこととなつた。六十谷古墳群、園部・六十谷地区、奥山田遺

跡が丘陵部の調査である以外は平野部の調査である。また、秋月遺跡の調査が和歌山市教

育委員会による調査 (担当 大野左千夫氏)である以外は、事業団の受託事業である。
縄文時代としては、奥山田遺跡 (第 3次 )において凹基無茎式石鏃がまとまつて確認さ

れたことが挙げられる。確実に縄文時代前期の鍬形鏃がみられるとともに石材としてサヌ

カイトのみならずチャー トや石英のものがみられるのは注意される。

弥生時代としては、太円。黒田遺跡 (第 22次 )と奥山田遺跡で円形住居が検出され、太

田。黒田遺跡からは大形石包丁も出上 している。

古墳時代としては、埴輪をもつ中期の古墳群である六十谷占墳群、横穴式石室や小竪穴

式石室、周濤等をもつ 3基の古墳と滑石製紡錘車を含む祭lL上抗が発見された奥山田遺跡、

古墳時代の包含層と滑石製臼 Eが検出された秋月遺跡 (第 5次)が挙げられる。

平安時代のものとしては、奥山田遺跡で掘立柱建物が検出されている。また、県下にお

いても出土例の少ない越州窯青磁が出上している点は注目される。

鎌倉～室町時代の調査としては、木ノ木Ⅱ遺跡、木ノ本Ⅲ遺跡 (第 3次 )、 木ノ本Ⅲ遺

跡 (第 4次 )、 奥山田遺跡、太田・黒田遺跡 (第 22次)がある。木ノ木Ⅲ遺跡 (第 3次 )
では、集石遺構が10基余り、また木ノ本Ⅲ遺跡 (第 4次)においても2基の集石遺構が検

出された。井戸を再利用したものあるいは方形のプランをもつものなど形・規模も様々で

はあるがその目的については検討する必要がある。太円。黒田遺跡 (第 22次 )で検出され

た幅約 2mの直線的にのびる溝からは15～16世紀の遺物が多く出上した。

江戸時代では、和歌山城の調査により和歌山城築城当初とみられる石垣裾部が検出された。

番t 調  査  名 原   因 期  間 面   積 調 査 概 要 担 当

1 大田・黒田遺跡 (第22次 ) ビル建築 4～ 5月 210m 弥生時代の円形住居跡 3棟。中Lの溝 大 野

2 十谷占墳群発掘 造成計画 5月 450m 1号墳より円筒t■L輪片 1点。 2号墳は埴輪
列と葺石をもつ前方後円墳。

前 田

3 木ノ木H遺跡発掘 FL宅建設 6～ 7月 48m2 中世の包含層 益 田

4 秋月遺「71i(第 5次 ) 日進中学校 ド足

箱施設建築

7月 8m 古墳時代の包含層.滑石製自 に。 大野

木ノ本Ⅲ遺跡 (第 3次 ) 住宅建設 8-10月 600m2 中Lの集石遺溝10基余り。丼戸 益円

前「 |6

7

8

9

史跡和歌山城 (第 9次 ) 電柱移設、ケー
ブル埋設 I:事

10ヽ 11月 47rn2 和歌山城築城期の石垣 ド端部検出c

木 ノ本 III遺跡 (第 4次 ) 住宅建設 12月 23 5n12 集石遺溝 2基ぅ円筒埴輪片。
(試掘)遺物なし

(踏査)散布地 lヶ 所 (チ ャー ト、石槍片、
土鍋)。 緑色月岩板材.

弥生時代円形住居跡 1棟。古墳 3基。平安
～鎌倉時代の掘立柱律物11模以_卜 .,

田

一田

益
一前園部・六 十谷地区遺跡確

認

造成計画 12ヽ 3月 試掘 53m2
踏査20万 m'

奥山田遺跡 (第 3次 ) 宅地開発 1～ 6月 3,000m2 一円
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B.平成元 (1989)年度の調査

本年度においては、11件の発掘調査が実施された。前年度に引き続き市内北西部の木ノ

本地域や岩橋丘陵西の平野部の鳴神地域の調査が多い。有功地区確認調査や菖蒲谷遺跡は

丘陵部の調査である。鷺ノ森遺跡は、市街地での本格的な近世城下町の調査の始まりであ

る。また、県 ドの代表的な古墳のひとつである車駕之古l■ 占墳の調査も始まることとなつ

た。事業としては、すべて事業団の受託事業である (ただし、鷺ノ森遺跡の発掘調査につ

いては和歌山市教育委員会職員の大野左千夫氏の派遣を受けている)。

縄文時代～弥生時代の本格的な調査はなかつたが、木ノ本Ⅱ遺跡 (第 2次)においては

沼状地形の堆積土より縄文時代晩期の刻み口突帯文土器が出上し、また中世の溝内埋上か

らではあるが弥生土器底部が出上した。

古墳時代の調査としては、前記の車駕之古l■古墳の調査と鳴神Ⅳ遺跡の調査がある。車

駕之古カト古墳は、開発計画に対処するために詳細な測量図を作成するとともに トレンチ調

査を実施したところ、墳丘二段日の葺石が遺存しているのが確認された。鳴神Ⅳ遺跡から

は、占墳時代後期の濤状遺構とともに炭層を伴う上坑が検出され、注意された。また、鳴

神IV遺跡 (第 3次)調査では占墳時代とみられる溝が検出されている。

平安時代としては、鳴神Ⅳ・ V遺跡の調査が挙げられる。明確な遺構は検出されなかつ

たが、「多段ヨコナデ技法Jに よる土師器・黒色 :11器が多く出上した。

鎌倉～室町時代の調査としては、木ノ本Ⅱ遺跡 (第 2次 )、 木ノ本Ⅲ遺跡 (第 5次 )、 木

ノ本Ⅲ遺跡 (第 6次 )、 菖蒲谷遺跡がある。検出された遺構は、ほとんどが満であり、こ

の時期に盛んに開発が行われた様子が窺われる。

江戸時代の調査としては、有功地区、大川西方遺跡と鷺ノ森遺跡が挙げられる。有功地

区の確認調査では、近世期とみられる溜池状施設と瓦溜が確認された。鷺ノ森遺跡では、

不f列遺構とともに17世紀代の上器が多く出十した。大川西方遺跡では、明確な共伴遺物は

確認されなかつたが、位置 。構造よりみて幕末頃の御台場の ^部 とみられる石垣が検出さ

れた。

調  査  猛 期  間 山   積 調 査 概 安 担 当
１〇

一
１１

一
１２

　

一
‐３

一
・４

　

一
‐５

　

一
・６

一
・７

一
・８

一
・９

一
２０

有功地区遺llll確認 市立学校建設 6ヽ 7月 100m 溜池状施設。九溜め 円

一田

一日

益
一前
一益

11田

前 田

鳴神Ⅳ遺跡:発掘 宅地開発 6月 40m 古墳時代後期の溝 3条.土坑 2基。
鳴神Ⅳ遺跡 (第 2次 )。
鳴神V遺跡 (第 1次 )

地方改善施設整

備事業

8～ 10月 400m′

40rn2

溝状遺構.不定形土坑。平安時fその上器

大川西方遺跡確認 事務所建設 8月 江戸時代後期の御台場に伴う石垣。

草駕之古址古墳 (第 1次 ) 宅地開発 12ヽ 4月 290rn 墳丘測量。前方部南側余1面の第 2段 日葺石
検出。円筒埴輪・形象埴輪。

木ノ本II遺跡 (第 2次 ) 事務所建設 12～ 1月 貯
　
一耐
一前
一け
一府
一げ

鎌倉・室町時代の滞.井戸(?)。 7T戸時代
以降の畝満.

前田

大野

益田

益田

益田

苓田

鷺ノ森遺跡 (第 1次 ) 住宅建設 1ヽ 2月 石ダ1。 江戸時代前期の上器

木ノ本ⅡI遺跡 (第 5次 ) 共同住宅建設 2月

2月

鎌倉・室町時代の溝.

菖蒲谷遺跡確認 開発計画 鎌倉時代の滞。

木ノ本ⅡI遺跡 (第 6次 ) 共同住宅建設 3月 鎌倉・室町時代の溝 2条
鳴神 Ⅳ潰跡 (第 3次 字 tlll開 ネ 月3 ‐4 澁
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おお た  くろ だ

1.太田0黒田遺跡 第22次調査

調 査 地  和歌山市大田479-3

調査面積  210m2

位置と環境

大田黒田遺跡は、紀ノ川平野左 (南)岸のほぼ中央部にあり、古環境からみると完新世

(沖積)段丘に位置する。」R和歌山駅の東側一帯に広がる遺跡で、本調査当時は既にかなり

の部分が市街地化しているが、かつては水田のひろがる近郊農業地域であつた。現在の行政区

画では和歌山市南黒田・北大田・南大田にわたつている。現在の標高は約3.2～3.6mである。

この地域に対する区画整理事業に先立って、1968(昭和43)年から発掘調査が開始された。

弥生時代前期に始まる集落遺跡で、その後もほぼとぎれることなく人の居住が続き、各時代の

遺構・遺物が検出されている。近接する遺跡としては、南東約500mに、古墳時代を中′心とした

集落遺跡 (古墳群を伴う)である秋月遺跡がある。本調査は、企業社屋建築に先立つものである。

調 査 内 容

本調査で検出された主な遺構は、弥生時代中期の竪穴住居跡 3軒、古墳時代後期の柱穴

9個、中世の溝 1本がある。

1号住居跡は、調査区域の東狽1で検出され約1/2を調査 した。壁は削平され、壁溝も一

部で確認されただけであるが、床面には多数の柱穴状ピットが検出された。これらのピッ

トは、 2～ 3個ないし6～ 7個が重複している。炉穴は、調査区域東壁面にかかって検出

された。ピットとの重複関係から北偵」のものが古く、南狽1の ものが新しいことがわかる。

南側の炉は 2個が重複している。直径約12mある。

2号住居跡は、調査区域の中央で検出され、約3/4が確認された。壁は削平されていた

が、壁溝が 2本検出され、その重複関係から南側へ約50cm移 していることが確認された。

調査地の位置
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調査地風景 (西から。左が 2号住居跡、右が 3号住居跡。)

床面にはいくつかの柱穴状 ピットが検出されたが、何本柱かは確認できなかつた。西側の

一部は中世の濤と重複する。直径約 6mあ る。

3号住居跡は、 2号住居跡の南側に接 して検出され、約1/4を 調査 した。壁満は 2本検

出された。南似1の ものは貼 り床によつて埋められてお り、北側へずらして建てかえられた

ことを示 している。床面近 くからサヌカイ トチップがかなり出土した。直径約 7mあ る。

柱穴は約50cm角 の方形の掘肩をもつピットで、ほぼ中央に直径約20cmの柱痕がみられた。

須恵器・土師器の細片が出上 した。掘立柱建物の柱穴とみられるが建物規模はわからない。

濤状遺構は、調査区域の西側を南北に走ってお り、幅1.5～ 2m・ 深さ約70cm。 長さ17

mtt Lあ る。覆土から巴文軒丸瓦 。中国産陶磁器 (染付阻 。白磁皿 。青白磁梅瓶など)。

日本産陶器 (瀬戸美濃産天 目碗・灰釉 lm)。 瓦質主器・銅銭・茶日 。漆器椀などが出上 し

た。埋没は16世紀後半である。

ま と め

本調査で検出された堅穴住居跡は、弥生時代中期中葉～後半のものと考えられる。1978年に

本調査区域の西隣接地で実施 した第12次調査で弥生時代中期の井戸跡とみられる土坑が検出

されてお り、これらは現在のところ大田。黒田遺跡で最も西側の弥生時代の居住区域を形成

するものである。占墳時代の柱穴は、どのような建物を形成するものかわからないが、大田・黒田

遺跡では初めての検出例である。中世の溝は人工的な水路と考えられるが、覆土中に指頭人の

焼上がかなり混つてお り、火災の処理上で埋められたことを示 している。 (大野左千夫 )

(注 1)森浩 …白石大一郎「南近畿における前。中期弥生式上器の一様相J『考古学ジャーナル』33(1969)

森浩― 。大野左千夫 1和歌山市大田黒田遺跡J『 日本考古学年報』21・ 22・ 23合併 日本考古学協会 (1976)

(注 2)人野左千夫「中世の主な遺跡と遺物J『和歌山市史』第 1巻 和歌山市 (1993)
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２ 発掘調査

調 査 地  和歌山市六十谷1336他

調査面積  450m2

位置と環境

六十谷古墳群は、和泉山脈から南へ派生する丘陵上の尾根線上に立地する古墳群で、標

高約95m～105mに所在する。東約500mの丘陵上には北山古墳群、東 lkmには直川八幡

山古墳群が所在する。

六十谷古墳群は、遺跡地図による「六十谷古墳」の所在地であったが、調査の進行に伴

い、もう1基の古墳が存在することが判明したため、先に確認されていた「六十谷古墳」

を六十谷 1号墳とし、新たに発見された古墳を六十谷 2号墳と呼称した。

調 査 内 容

六十谷 1号墳は標高約96mの尾根上に立地する古墳である。調査により主体部は検出さ

れなかつたが、岩盤整形の状況と2点の埴輸出上位置よりみて直径約10mの円墳であった

と推定された。

出上した埴輪は、断面台形の安定したタガがみられ、 2次調整にヨコハケが施される。

六十谷 2号墳は 1号墳から丘陵上を北東方向へ50m、 標高にして約10m高い位置にある。

この地点は、和泉山脈から南へ延びてきた尾根の先端に相当し、眼下に紀ノ川流域の平野

部を見下ろすことができる。

調査により、古墳狽1面の葺石と埴輪列の一部が確認され、本古墳が復元全長約27m、 後

円部直径約17m、 くびれ部幅1lmを 没1る 前方後円墳であることが判明した。

当厚i「〉商|

(I.′

調査地の位置
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六十谷 1号墳 (北より)

本古墳もまた、主体部が検出されなかつたが、

埴輪類が比較的多 く出上 した。種類としては、

円筒埴輪、朝顔形埴輪、蓋形埴輪、盾形埴輪、

家形埴輪等が挙げられる。円筒埴輪は、 1次調

整に条線密度の高い原体によるタテハケ、ナナ

メタテハケがみられ、有黒斑のものがみられる。

ま と め

調査により2基の古墳が確認された。 1号墳

の時期としては出上 した円筒埴輪が川西宏幸氏

の編年によるⅢ期に相当することより5世紀前

葉、 2号墳については、円筒埴輪が川西編年の

Ⅱ期の新 しい段階にほぼ相当し、蓋形埴輪が松

木武彦氏の分類による津堂城山タイプの古段階

に該当することより5世紀初頭頃とみられる。

よって、この 2基については、 2号墳から 1号

墳へと継続的に築造された小規模な古墳群と考

えられる。 2号墳は、当該時期の古墳の中では、

葺石と埴輪をもつ稀少な例であり、特に埴輪群

は県 ドにおいても最古級のものであり重要であ

る。             (前 田敬彦 )

(注 1)り |1西宏幸「円筒埴輪総論J『考古学雑誌』64-2

(1978)

(注 2)松本武彦「 1 蓋形埴輪の変遷と画期― 畿内を中

心に一 J『鳥居前古墳』大阪大学文学部考古学研究

室 (1990)

六十谷 2号墳 遠景 (北より)

六十谷 2号墳 西葺石

-9-
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3.木 ノ本Ⅱ遺跡 発掘調査

調 査 地  和歌山市木ノ本519-3

調査面積  48m2

位置と環境

木ノ本Ⅱ遺跡は和歌山平野を東西に流れる紀ノ川の河口北岸、標高約 4mの沖積平野に

立地する東西830m、 南北340mを 範囲とした古墳時代から中世にかけての散布地として知

られている。

本遺跡の周辺は和泉山脈に沿つて遺跡が連続して存在しており、西方には中世の集落跡

が発掘調査で確認された西庄遺跡や、製塩遺跡が点在する加太・友ヶ島遺跡が知られ、東

方では木ノ本古墳群、大谷古墳、楠見遺跡と続く和歌山平野の歴史を探る上で重要な地域

である。

調 査 内 容

調査地点は木ノ本Ⅲ遺跡と接する本遺跡の南東隅にあたり、住宅建設に伴う調査として

柱の基礎部分と浄化槽設置予定地について掘り下げた。

地表から1～1.5mの厚さの盛上、その下に約30cmの 旧耕作上があり、その下に遺物包

含層が堆積していた。包含層直上からの湧水が著しく、遺構の検出が困難であつたためや

むなく壁面での層位の確認するに留まった。

包含層は約50cmの厚さを測り、土質により上層の砂質土と下層の粘質上の 2層に分け

られたが、出土遺物にはそれほどの違いがなく沈殿物の差によるものと思われる。その下

調査対象地の位置

―-10-―



は青17k色砂層となり、水が噴水のように湧き出すので無遺物層であることを確認して掘り

下げを中」1した。一部遺物包含層と青灰色砂層の間に植物遺体のみを含む粘 11層が約 l rn

の厚さで存在 し、西側に薄くなるという起伏の大きい地形であったことを示 している。

出十遺物は瓦器、瓦、土師器、須恵器、黒色土器、輸入陶磁器、国産陶磁器、竃、火舎、

製塩土器、土錘、木製品、植物遺体、砥石、骨など13～ 14世紀代の生活雑器を中心にコン

テナ2箱分に相当する量で出十した。いずれも破片ばかりで完形のものは皆無であったが、

瓦器がその大多数を占める。

ま と め
今回の調査は漁i積 も少なく、また湧水のために平面の観察が十分に行えなかつたが、中

世の集落跡が検出された西庄遺跡に近接した当地からはぼ同時期の遺物が数多く出十した

ことは、その当時の生活環境を考える上で注目される。また出上遺物の中に木製品や植物

遺体が少なからず混在していることは、日下雅義氏が指摘されたように和泉山脈と紀ノ川

河国に挟まれた低湿地であったことを裏付けるものであり、これより北側の山麓際にそつ

て生活空間が存在した可能性を十分に示している。以上のことからも、周辺地域を含めた

詳細な調査が重要である。 (益 HI雅司)

覇 /
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童
＼ |

出 土 遺 物
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4.秋月遺跡 第 5次調査
調 査 地  和歌山市秋月365

調査面積  8m2

位置と環境

日前官を中心とする秋月遺跡は、岩橋千塚古墳群の西約 lkmの 平野部に位置する。遺

跡の西には、和歌山県立向陽高校が、遺跡の東には和歌山市立日進中学校が存在している。

昭和60(1985)年の県立向陽高校の特別教室建設に伴う調査により、占墳時代初頭頃の前

方後円型周濤墓が発見され、全国的にみても早い時期の古墳の一形態として注目された。

また、日進中学校敷地内における第 4次調査においては、古墳時代初頭の庄内式段階の方

形竪穴住居が 2棟検出されている。

今回は、 ド足箱施設建設に伴う調査として実施した。
調 査 内 容

校舎の間に挟まれた中庭の施設建設予定地内に2m平方のグリッドを 2個所設定 し、調
査をおこなつた。グリッドは、4mの距離をおいて東西に設定したが、東狽1の グリッド1

では、調査区内をコンクリー トの基礎部分が横切っており、完掘できなかつたため、ここ

で ll■、堆積状況の判明した西側のグリッド2について触れておく。

グリッド2では、 7層の堆積が確認された。 L層 より、客土 (1層 )、 コンクリー ト面

とそれに伴う整地上 (2層 )、 灰黄色砂質上 (3層 )、 灰茶褐色土 (4層 )、 茶褐色土 (5

日

進

中
．学

校

野

再輸 跡

調査対象地の位置
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土師器 甕 (6層 )

須恵器 杯蓋 (6層 )

須恵器 杯身 (溝 1) ふいご羽口 (3層 )

須恵器 整 (4層 ) 0              10cm
須恵器 整 (3層 )

グリッド2 出土遺物 (カ ッコ内は出土位置)

層)、 暗茶褐色土 (6層 )、 灰褐色土 (7層)である。 1～ 3層は整地上であり、 4層以下
が包含層となる。 4・ 5層は須恵器等を含む上にしまりがなく、 6層以下が安定した包含

層となる。 5層 と6層の境目が、地表から約1.2mほ ど下がつたレベルとなる。遺構が確

認されたのは 7層 上面であるが、 7層 も須恵器を含む包含層である。遺構保護のために 7

層以下の掘り下げはおこなつていない。

7層上面において、溝 1基、土坑 1基、柱穴 1基が検出された。濤 1は、調査区の南西

コーナーから屈曲して北壁へ向かう浅い溝状遺構で、濤の内部では北西コーナーヘ向かつ

て遺構面のレベルが上昇しているのが確認された。南壁より6世紀後半頃の須恵器不身が

出上し、また濤 1の西側の 7層上面で滑石製臼玉 1点が出上した。南東コーナーで検出さ

れた土坑 1か らは 6世紀前半頃の須恵器不身が出上 した。

ま と め
完掘は実施しなかつたが、調査地付近に古墳時代を中′心とする遺構・包含層が良好に遺

存しているのが確認された。また、本遺跡及び隣接する鳴神遺跡群からは、日玉をはじめ

勾玉、紡錘車、双孔円板等の滑石製模造品の出上が多く確認される。今回の調査区も極め

て小範囲ではあつたが、滑石製品の出上が確認された。古墳時代の祭祀を考える上で重要

な地域であるとみられる。

―-13-―
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き の もと

5。 木ノ本Ⅲ遺跡 第 3次調査

調 査 地  和歌山市木ノ本674-1他

調査面積  600m2

位置と環境

木ノ本Ⅲ遺跡は東西に連なる和泉山脈と、その南側を並行して流れる紀ノ川を中心に広

がる和歌山平野が接する旧南海道に沿った低地に位置し、東西約 lkm、 南北約400mを範

囲とする遺物散布地である。また、当遺跡にll■和歌山県 ドでは珍しい平地に造られた木ノ

木古墳群があり、有田市の椒古墳と共に砂地に築かれた数少ない古墳が東から釜山・車駕

之古l■・茶臼山の各古墳が 3基並んでいる。

当遺跡を含む紀ノ川北岸は遺跡が絶え間なく連なる地域で、加太・友ヶ島遺跡、加太廃

寺跡、西庄遺跡、大谷占墳、楠見遺跡、ロノ1山古墳群など各時代にわたる遺跡が存在し、歴

史上の重要な地域となつている。しかし近年の急速な上地開発によつて壊された遺跡も多

く、その対応が望まれて久しい。

調 査 内 容

木ノ本Ⅲ遺跡については釜山古墳が過去に地元の人によつて発掘され、また1986年 に同

志社大学と和歌山市教育委員会が車駕之古址古墳の北側で発掘調査を行い貴重な成果を収

めている。

今回の調査は住宅建設に伴うもので、茶臼山古墳の南100mに位置する水田地帯の ^画

約600m2に ついて発掘調査を行つた。

跡 12・9`
―

・̈

肝
覇
習
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光
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調査対象地の位置
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調査手順としては、排上の関係上まず調査区の北半に東西44m南北 8m(第 1区)の区
画を設け、次いで南半に区画を設けることとした。なお重機による耕上の除去作業中に湧

水が少なくないことが予想されたので、第 1区の南に排水用の溝を設けた。第 1区を調査

している途中で南半西側に トレンチ (第 2ト レンチ)を設け掘り下げた。第 1区の調査終

了後、南側に東西 9m南北21m(後に西側を拡張)の第 2区を設け、最後に排水濤として

いた部分に トレンチを設けた。また調査方法の試みとして一ヵ所に トレンチ (第 1ト レン

チ)を設け、周囲を矢板で簡易的に囲んで掘り下げてみたが、矢板の隙間からの湧水がい

ちじるしく調査を続けることが困難となつたのでやむなく中止した。

ま と め
今回の調査を行うにあたつて、ある程度の湧水は覚悟して臨んだわけであるが、予想以

上に水の湧きが早く、 1日 中ポンプを動かしても追いつかないほどであつた。また地質が

厚い砂層であったため、掘りやすいかわりに崩れやすいというの状況下での作業であった。

この様な砂地に丼戸を掘つていたということll■、当時の土木工事の在り方をあらためて考

えさせられたと同時に、水系が現代と違った流れをしていた可能性を示しており、地形変

化を考えるうえで 1つの資料となるであろう。

近世の遺構としてはその大部分がすでに削平を受け、調査第 1区で確認されただけであつ

た。南北方向に延びる杭列と数条の溝の他に土坑とピット群が点在していたが、詳細は不

明である。

中世の遺構としては10基余りの集石が調査区の南西部にかたまって存在していた。いず

れも人頭人の砂岩を用いており、混入する遺物から16世紀に作られたと考えられる。また

1つの上器の破片がいくつかの集石に分散していたことから同時期に作られた可能性が高

い。集石の上部構造については全くわからない。

廃絶後に集石に転用されていた井戸 (裏表紙写真)は直径約75cmを測り、下部構造に

2個体以上の桶を重ねて用い、その上にほぼ30× 50cm大 の砂岩を 5段積み重ねている。

裏込めに混ざつていた瓦器等からその構築は14世紀代以降であろう。

出土遺物で完形となつたのは丸瓦の 1点だけで、あとは部分的に復元されたのみである。

量的には瓦片がその大部分を占め、とくに集石群から大型で厚みのある瓦片を多く出して

おり、周辺に寺院級の建物があった可能性を示している。また行基式の瓦を含むなど瓦の

中でも時代幅があり、今後の研究課題の 1つ とできよう。周辺地域の調査及び関係資料の

増加が待たれるところである。 (益田雅司 )
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調査地区配置図
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〈平面図〉

〈平面図〉

〈断面図〉一

(トーン部分は瓦等混入遺物 )

L=1.500rn

集 石 6(井戸 )
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し せき わかやまじょう

6.史跡和歌山城 第 9次調査
調 査 地  和歌山市一番丁 3

調査面積  47m2

位置と環境

和歌山市の中′心部に位置する平山城である和歌山城は、大正13(1585)年に羽柴秀古の

もとに縄張 りがなされ、本丸 。二の丸が築城されたことに始まる。その翌年には、領主羽

柴秀長の城代として桑山重晴が 3万石を領 して入城 した。その後、慶長 5(1600)年 に浅

野幸長が37万 6千石で入城、さらに元和 5(1619)年 には徳川家康の第10子であつた徳川

頼宣が55万 5千石を領 して駿河から転封された。

今回、和歌山城天守閣と本丸の周辺地域において、電柱の移設及びケーブル埋設工事が

実施されるに伴い、事前の発掘調査を行った。

調 査 内 容

10個所の調査地のなかで木丸南側のグリッド3、 裏坂のグリッド4、 天守閣東側のグリッ

ド5。 7において築城当初の江戸時代の石垣裾部を検出 した。本丸南側の石垣では、比較

的小振 りな緑色片岩を野面積みするのに対 して、天守閣や裏坂近 くの石垣は人振 りで直方

体に近い片岩を横積みするという相違点はみられるが、ともに岩盤を水平よりも傾斜させ

て整形した上に石垣基底石を据え置き安定させるという構築方法では共通していた。グリッド3

の7f垣外側の堆積下層からは、ハマグリ。シジミ・カキ・サザエ等の貝殻とともに胎土日の

唐津焼 11[や天日茶碗・瓶のほか志野の不、中国製染付 HI[、 中国製白磁皿、上自「質 |||[、 巴文軒

房

砂
ノ
丸

調査地 (ト レンチ、グリッド)の位置

多多多ミヽ4kょ lヽ 3

トレィ■3~´ 1翠■ ,
豪城

トレンチ2
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グリッド3 出土土器 (唐津焼皿・瓶、中国製染付皿、土師質皿)

グリッド3 本丸石垣裾部 鷹羽文軒丸瓦 (左)と桔梗文軒丸瓦 (右 )

丸瓦、唐草文軒平瓦がまとまつて出上した。グリッド6か らは、鷹羽文軒丸瓦片が出上した。

天守 ド之丸に設定 した トレンチ 1～ 4の うち、 トレンチ 1・ 2で は戦災に関係する焼瓦

の堆積層や瓦溜が確認された。 トレンチ 3は後世の配管による攪乱があるものの江戸時代

のIL積が残されてお り、丹波焼す り鉢 (17世紀中葉～18世紀初頭 )、 伊万里の仏飯器のほ

か最 ド層より桔梗文軒丸瓦が出十した。また、注意される遺物として瓦器椀 (13 LI紀後
｀
ト

から14L紀前半)が数点出上 している。

ま と め

調査により石垣裾部が検出されたことにより、緑色片岩を使用 した築城当初とみられる

石IBの構築方法の一端を知ることができた。また、使用石材の形態差は、時期差ではなく

その背後の建物の性格の差に起因する可能性も考えられた。枯梗文と鷹羽文の軒丸瓦は、

それぞれが初代城主の桑山氏と次の浅野氏 (違鷹羽文)の家紋であるとともに、城主の変

動と城の構造変化との関係においても重要な遺物である。また、グリッド3下層出 11の上

器群は、出上状況と組成よりみて 一括性の高い遺物であり、「
ltね 1590年 頃～1610年 代後半

の年代が想定される。大坂城の調査成果等を参考にすると1610年 代に主体があると判断さ

れる。つまり、浅野氏の時代に使用された上器群が廃棄されたものと考えられる。同じ堆

積上から出tした貝殻類は、当時の城郭内での食生活を知る手掛かりとなる。(前田敬彦)

餡
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7.木ノ本Ⅲ遺跡 第 4次調査
調 査 地  和歌山市木ノ本699

調査面積  23.5m2

位置と環境

木ノ本Ⅲ遺跡は紀ノ川河口に広がる和歌山平野の北岸、和泉山脈の山麓際に存在する東

西約 4km、 南北約400mの広範囲にわたる遺物散布地として知られている。また当遺跡内

には標高約 4mの砂地に築かれた 3基の古墳からなる木ノ本古墳群があり、和歌山平野の

歴史を知る上で注目すべき地域である。

今回の調査地は、木ノ本古墳群の中では東端に位置する釜山古墳の北西部に隣接する畑

地で、住宅建設に先立つ遺跡の実態確認調査として行った。

調 査 内 容

調査方法はグリッド (1区)と トレンチ (2区、 3区)に よる部分的なものであったが、

現地表からlmの ところで東西方向の集石列や 2基の集石群が検出された。

(1)遺   構
集石列は約 3mの幅で東西方向に延び、南北側に握り拳大の害1り 石が密に並び、北西側

にはやや大きめの割り石が少し下がつたところに並んでいた。

集石群は握り拳大の害1り 石をそれぞれ方形 。楕円形に集めた状態になつていた。

(2)出 土 遺 物

黄灰色系砂質土から多量の埴輪片や土器片などが出上した。いずれも破片であり、時期

調査対象地の位置
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差の幅も大きい。埴輪は円筒埴輪片が大部分であるが、少量ながら朝顔形や衣笠形埴輪、

また淡輪技法を用いた須恵質の埴輪片も出上している。土器片としては土師器、須恵器、

黒色土器、瓦器、自磁、陶器、土師質土器、須恵質上器、瓦質土器、染付などが出上して

いる。その他に瓦片、上錘、砥石なども出上している。

ま と め
釜山古墳は直径約40m、 高さ約 7mの円墳で、墳丘の東南部には幅約 4mの周濠の痕跡

が一部残っている。今回はその反対側にあたる場所であつたために古墳の周濠及び墳丘裾

の確認が期待されたが、残念ながらはっきりと確認するには至らなかつた。現在古墳の北

西部は墳丘を削ったようにして道が造られているが、早くから墳丘直下まで人の手が及ん

でいたことが推察される。

以上のように限られた範囲での調査ということで、不明瞭な部分ばかりが残ってしまった。

釜山古墳は明治31年に調査されてはいるが、全容を知るには至っていない。今後の課題と

しては、釜山古墳だけでなくて木ノ本古墳群全体を含めた視野で見て行く必要があろう。

特に周辺地域については開発による環境変化が著しく、実態の解明がむずかしくなりつつ

あるのが現状であり、その対策についても急を要 している。 (益田雅司)

=R

司画I

≡曇事事事喜曇 三 二 ‐
Iヨト

==≡■≡製多   い
｀
、_重 封

lS

0  __JLm

調査地区配置図
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園８ 地区 遺跡確認調査

調 査 地  和歌山市六 1谷中尾他
調査面積  53m2(踏 査 約200,000m2)

位置と環境

この地域では、和泉山脈から南へ派生する丘陵の先端刊
`付

近や丘陵裾部と紀ノ川との間

の緩斜面において古墳時代中期から後期の占墳 (群)が築かれている。これらの古墳の背

後に位置する和歌山市六十谷及び園部地区の丘陵部において開発計画が予定されたため、

踏査による遺跡確認調査と試掘調査を実施 した。

調 査 内 容

調査対象地は広範囲にわたつたが、周辺地での遺跡の立地よりみて丘陵先端部付近の南

斜面に遺跡が形成されることが多いために全域を踏査対象地とするとともに鳴滝川東側の

斜山i、 和歌山市立有功中学校裏 |IJ付近及び千手川西側の斜面を重点区域とし、踏査・試掘

を行った。鳴滝川東側の斜面部においては、植林や白|IJ神社建設に伴う地形の改変が著 し

く遺構・遺物とみられるものは確認できなかつた。

有功中学校裏山付近で i7■ 、尾根線上の微地形によりC・ D地点において試掘調査を実施

したが、いずれも表土直下で岩盤が露出し、明確な遺構は検出されなかつた。ただ し、谷

)                   200m

踏査対象地と試掘地点
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合いのA地点において、長さ約 145cm、 幅

約40cm、 厚さ約20cmの緑色片岩の板材が

橋として利用されているのが発見された。

千手川西側においても丘陵部の試掘地点

はすぐ岩盤が露出し、遺構は検出されなかつ

たが千手川沿いのB地点の畑 。水円におい

てはチャー ト片、サヌカイ ト製石槍片、須

恵器、土師器、近世陶器が採集された。

ま と め
A地点の緑色片岩は、紀 ノ川南岸から持

ちこまれたものであり、その形状 。材質よ

りみて古墳時代の石室用材であつたものと

みられる。周辺地には古墳が存在 した可能

性が高い。B地点は、弥生時代から江戸時

代までの範囲で遺物がみられ複合遺跡と判

断される。 (前 田敬彦 )

調査対象地遠景 (手前の丘陵部)

A地点発見の緑色片岩板石
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おくやま だ

9.奥山田遺跡 第 3次調査
調 査 地  和歌山市下三毛774他

調査面積  3,000m2

位置と環境

奥山田遺跡は、市内東部の紀ノ川南岸に位置する標高20～ 30mの台地 (低丘陵)上に立

地している。遺跡内の開発計画に対処するために、昭和45(1980)年度より、和歌山県教

育委員会、和歌山市教育委員会により4次にわたる発掘調査 。確認調査が実施されている。

今回、遺跡内において宅地開発計画が起こつたために、事前の発掘調査を実施した。なお、

現地説明会等では、県教育委員会による調査も含めて第 5次調査として扱ったが、今後、

和歌山市関係で行った調査次数で統 す́るために第 3次調査として報告する。

調 査 内 容

調査対象地は、既往の調査と踏査結果により大きく3個所に分けられる。ひとつは、北

約300mに走る県道船戸海南線からの侵入路部分であり、計画路線上の水田。畑に 5個所

の トレンチ (m～ qト レンチ)を設定して調査を行った。いまひとつは、遺跡中心部の立

地する丘陵の南半の旧果樹園・水田で J～N区として面的な調査を実施した。最後のひと

つは、」区から南東へ100～ 200mの果樹園・水田に12個所 (a～ 1ト レンチ)の トレンチ

__ヽお `

調査地の位置 (a～ qは トレンチ調査 )

―-24-―
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~~ギ 1

蚤詢

ミヽ: 羅場4∈∋

土坑

繊 毯

主要遺構配置図 (」 ～N3区 )

弥生時代 竪穴住居 1

を設定 して調査を行った。調査の結果、縄

文時代から室町時代に至る各時代の遺構・

遺物が確認されたために、ここでは、時代

ごとに簡単に触れてお く。

(1)縄 文 時 代

遺構は検出されなかつたが、凹基無茎式

石鏃 (サ ヌカイ ト製・チャー ト製・石英製 )

とサヌカイ トのチップが出上 した。狩 り場

であつただけでなく、生活の場でもあつた

とみ られる。

(2)弥 生 時 代

K区において円形竪穴式住居、M区で土

坑、Nl～N2区において濠状遺構 (溝59)

が検出された。

竪穴住居 1は、西側 3分の 1が消滅 して

いるが直径8.6mで 、 5本の柱跡、中央に

炉堤をもつ炉が確認された。本来は 7本柱

と復元された。

濠状遺構は、本来丘陵裾部を取 り巻いて

いたものとみられる。上坑出上の上器も含

めて、弥生時代中期末から後期前半頃の時

期が想定される。

(3)古 墳 時 代

後期吉墳 3基 (奥山田 6・ 7号墳は」～

Ш

L区   くこンこ
“
_ヽ工
現
菫 A  L字 カ ット

土坑 奥山田 6号墳

弥生土器実測図
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奥山田 6号墳 (堅穴式石室と周溝)

K区、 8号墳は a・ bト レンチ)と須恵器

がまとまって出上した土坑 1基が検出され

た。

奥山田6号墳は、直径約 9mの周溝の一

部と小竪穴式石室 (内法で長さ1.6m、 幅

約0.5m)が遺存していたもので、石室内

の床面敷石上には完形の須恵器短頸壷が副

葬されていた。位置と規模よりみて、この

竪穴式石室は本来の主体部ではなく、副次

的な埋葬施設とみられる。石室内と周濤出

上の須恵器よりみて 6世紀後半頃の時期と

推定される。

奥山田 7号墳は、 6号墳の南約20mで検

出されたもので、周濤のみが遺存していた。

周濤の復元直径は10～ 15mを沢1る。

奥山田 8号墳は、胴張リプランをもつ無

袖式の横穴式石室である。床面には敷石の

一部が残されていた。出上した須恵器より

みて 7世紀代の築造とみられた。

十坑 1は、 6号墳の東約 6mで検出され

た長径約50cm、 短径約40cm、 深さ10～ 15

cmの上坑であり、土坑内より須恵器 (遠 0

壷・高不 )、 土坑肩部より滑石製紡錘車が

出土した。須恵器はそれぞれ横にして置か

れたものとみられた。須恵器には時期幅が

みられるが、最終的には 6世紀前半に埋め

られたものである。近接して同時期の古墳

がみられず、この上坑の機能は半1明 しない

が、祭祀的な性格をもつものと半1断される。

(4)平 安 時 代

」区において、中世の掘立柱建物と重な

るようにして掘立柱建物 (掘立柱建物 2)

が検出された。 2間 ×5間の建物と推定さ

れるが、南側の梁行 2問分の柱穴は他の柱

穴より規模が小さく別構造であったかもし

奥山田 6号墳 石室内の須恵器 (短頸壺)

奥山田 8号墳 (横穴式石室)

祭祀土坑 1(滑石製紡錘車と須恵器)
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ピッ ト内)

出土遺物 (」 区)

瓦器 (」 区、溝62)

れない。柱穴出上の黒色上器 。上師器 (多段ヨコナデ技法をもつ椀)よ りみて10世紀代の

年代が考えられる。

また、 L～M区では斜面をカットし平坦面

が確認された。区画内は削平が著 しく柱穴等

をつくった段差と溝74に より区画された地区

は検出されなかつた。

(5)鎌 倉 時 代

」区を中心に12～13世紀の掘立柱建物が11棟 と滞・土坑が多数検出された。また主な包

含層もまた、この時期の遺物を含むものであった。

遺物の整理が完了していないため厳密には言えないが、遺構の時期は切り合い関係や遺

物よりみて概ね 3期にわけられるようである。 1期は、12世紀後半から13世紀前半頃で区

画溝 (溝62)よ り古い掘立柱建物 (掘立柱建物12)が存在する。掘立柱建物がまだ、まば

らに存在していたものとみられる。 2期は、13世紀前半～中葉頃で、区画滞を伴つた掘立

柱建物 4棟 (lFE立柱建物 3、 4、 5、 7)が整然として配置をとっていたとみられる。 3

期は、13世紀中葉～後半頃で掘立柱建物が減少し、上坑が多数掘削される。

丘陵裾部に、弥生時代濠と重なるように中世の大濤 (溝58)が掘尚1さ れる。N3区では
不明確であるが、N10N2区 での屈曲の様子よりみて、丘陵裾部の西側に展開した集落
の区画溝と推定される。

注意される遺物としては、越州窯青磁 2点と周辺で産出する滑石製温石や石鍋の未製品

が挙げられる。

ま と め
以上のように本遺跡は、縄文時代以降の良好な複合遺跡であることが半1明 した。時代に

より生活域であつたり、墓域であったり目的は異なるが、この低丘陵が頻繁に利用された

ことがわかる。最も遺構・遺物の密度が高かったのは中世期であり、青磁片も多数出上し

ている。整然と並んだ建物の主については鍛冶炉等も検出された周辺の調査成果も含めて

位置づける必要がある。

―-27-一
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いさお

10.有功地区 遺跡確認調査

調 査 地  和歌山市六十谷880他

調査面積  100m2

位置と環境

和歌山平野を東西に流れる紀ノ川の北岸部は、その流れに沿って帯状に遺跡が連なつて

存在しており、本調査地の周辺も大同寺古墳や六十谷古墳 。六十谷遺跡等が近接している。

また中世に於て強大な勢力を持つていた南叡山大同寺にも隣接していることから、未周知

の埋蔵文化財の有無を確認するための調査を行った。

調 査 内 容

調査地の現状は和泉山脈から南に派生した支丘陵の山腹を利用して何段にも水田が営ま

れ、その比高差は約20mで ある。

調査方法は各水田に 2～ 3ヶ 所のグリッド (2× 2m)を設定して掘り下げた。便宜上

水田単位にA～K区とし、数字で区別した。

各グリッド共大部分が墾田の際に盛上をしており、盛上の中にt器片等遺物が含まれて

いるところもあつた。また近接したグリッドであつても盛上の厚さに差がみられ、もとも

と起伏の大きな地形であったようである。

遺構としてはB3区・ C2区・ Fl区 。」1区で蒔状の落込みを検出したが、いずれも

人為的なものとは考え難い。Fl区については下層で青灰色粘土層が厚く堆積しており、

溜池状の地形をしていた可能性が高い。またD2区で焼土や炭に混じつて瓦等の遺物が大

調査対象地の位置
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量に出上した。特に軟質の上師器甕の出上が目立ち、底部に一孔をあけたものや胴部に

「京Jの文字を刻んだものが見られた。

ま と め
今回は確認調査ということで調査面積も少なく、その全容を明かにするところまではい

かなかつたがおおよそ次のことがわかつた。

まず人間が生活を営んでいた明確な痕跡は確認できなかつた。近 L以降に墾田のために

盛上をして整地がなされたようである◇

D2区で検出した遺物群についても同じころに一括投棄されたと考えられる。出土遺物
は寺院関係のものと思える内容が多く、隣接する大同寺と何らかの関係があるものであろ

う。 (益田雅司)

一一
一一一一一一一一一一

D2区  瓦溜状遺構
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なるかみ

11.鳴神Ⅳ遺跡 発掘調査

調 査 地  和歌山市鳴神986-1他

調査面積  40m2

位置と環境

鳴神Ⅳ遺跡は、岩橋千塚古墳群の 一角である花山占墳群の西部に位置する古墳時代を中

心とする遺跡である。鳴神Ⅳ oV遺跡については、昭和52年度から54年度に一般国道24号

バイパスエ事に伴い、和歌山県教育委員会により発掘調査が実施され、古墳時代の蒔、竪

穴式住居、掘立柱建物などが検出されている。

今回、遺跡内における宅地開発計画に対処するために発掘調査を実施した。

調 査 内 容

調査対象地に 2ケ所の トレンチ (西側をWト レンチ、東側をEト レンチと呼称)を設定

し、調査を実施した。

Wト レンチは幅 2m、 長さ1lmの トレンチで、表土から50cmま では、水田耕作に関係

する土層で、それ以下の表上下 lmま でに占墳時代の包含層である灰褐色系砂質上が堆積

する。占墳時代包含層の下面に、幅約 9m、 深さ約0.3mを測る浅い濤状遺構 (濤 1)や

土坑 2基 (上坑 1、 上坑 2)が形成される。

濤 1か らは須恵器・土師器が出上し、土坑 1か らは竃とみられる破片が、また、土坑 2

|

トレンチ

Wヽトレン
|千

調査地の位置

―-30-―

滞
l



√更壺ヽ二=
ヽ
ベ

|||||||‖ |||′′′

土坑 4と出土須恵器 (杯身 。壺 ) 調査風景 (Wト レンチ、溝 1)

からは須恵器遠が出上した。

Eト レンチは幅 2m、 長さ9mの トレンチで、Wト レンチと同様に、表上下50cmま で
は水田耕作に関係する土層であり、その下に厚さ約30cmの 包含層が形成される。包合層

下面には、溝状遺構 2基 (濤 2、 満 3)、 十1」L2基 (上坑 3、 上坑 4)が形成される。
土坑 3と上坑 4は、それぞれ隅丸長方形、方形のプランをもち、堆積十中に炭層が形成

され、ともに壁面上部が焼けている点で共通していた。土坑 4の床由iに接して須恵器壷の

上半部と上層より須恵器不身が出上した。

ま と め
今回の調査地は、鳴神Ⅳ遺跡の北辺部に位置する。古墳時代の包含層が安定してみられ、

占墳時代の清、土坑が検出されたことにより、遺跡の範囲はさらに北方へ広がるものとみ

られた。Wト レンチで検出された溝 1と Eト レンチで検出された濤 3は、ともにゆるやか

な傾斜をもち、埋上も共通することより連続する溝状遺構と推定される。

これらの溝状遺構のIFF没が完了するのは、 6世紀後半から末頃で、その直後の 6世紀末

から7世紀初頭にEト レンチでは炭層をもつ上坑 4が形成され、Wト レンチでは濤 1の肩

部に上坑 1が形成される。土地利用の変化がうかがわれた。

-31-
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なるかみ なるかみ

12.鳴神Ⅳ遺跡 第2次 0鳴神V遺跡 第 1次調査

調 査 地  和歌山市鳴神974-2地先
調査面積  400m2

位置と環境

和歌山市鳴神は紀ノ川南岸の花山丘陵西方に広がる標高4mの微高地に位置し、その西

側には大田・黒田遺跡、東側には岩橋千塚占墳群などが近接する遺跡の分布密度が高い地

域の ^つである。今回の調査はそうした遺跡群の中の鳴神Ⅳ遺跡と鳴神V遺跡にまたがつ

て南北に走つている市道の拡幅工事に先立つものである。

調 査 内 容

調査は住宅が/tlて込むなど地形的制約を受け、 6区に分けて実施した。

各区とも1日耕作土直 ドに遺物包含層があり、その ドに純粋砂層が厚く堆積していた。場

所によつては粘 11層が挟まれたところもあつたが、基本的には上から表上、 1日耕作上、遺

物包含層 (褐色系砂質土)、 純粋砂層 (17k色系砂)の順である。表土は30cm～ lmを測り、

北狽1ほ ど厚さを増していた。

遺物包含層の厚さは20cm～ lmと 一定ではなく、 1国地形が可′坦でなかつたことを示し

ている。また遺物の密度も場所によつて大きく違っていた。

出土遺物は全体でコンテナ約 3個分で大部分が細片であつた。内訳は大部分が硬質の上

師器片で、皿・椀・市 。甕 。高杯・土錘・製塩土器などである。他には須忠器 (杯 。壷・

高杯・甕・提瓶 。円 1面硯など)、 黒色上器 (椀 )、 瓦器 (椀・鍋 )、 青磁 (碗 )、 緑釉陶器

鳴神V遺訴コ

o==亭 =二==当 5om

麗
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調査地の位置

―-32-―



(椀 )、 瓦 (平丸)な どの破片が出上している。また韓竃の破片も少なからず出上してお

り、周辺に生活空間が存在したことを想定できる。

ま と め
今回はごく限られた由i積での調査であったため、平面的な調査が始どできず明確な遺構

を検出することができなかつた。

出土した遺物については、平安時代を中′いとして占墳時代から近世にわたる多様な土器

類が確認され、その中には研究資料として貴重なものも少なくなかつた。 (益田雅司)

-印

o            10cm

一出土 遺 物
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確認調査

調 査 地  和歌山市大川650他

調査面積  40m2

位置と環境

大川西方遺跡は、昭和42(1967)年度の分布調査の際に発見された遺跡であり、加太の

集落の北方 4kmの 大阪湾を望む海岸沿いに位置する。青磁・土師器・瓦器 。土錘が採集

され、平安時代かそれ以降の時期の遺跡とみられている。

今回、遺跡範囲内における開発計画に対処するために遺跡の確認調査を実施した。

調 査 内 容

調査対象地に 9個所の調査区を設定し確認調査を行ったが、調査区の中央部においては

近年の盛上が1.5～ 2mに も及ぶとともに表土 ド2m前後の標高約 lmの位置に湧水面が

存在し、 1日耕作上以下の調査は困難な状態であった。

グリッド1に よると、表 L下 60～ 80cmに 1日表土がみられ、その下層約50cmの厚さで灰

黄色系砂質土と黄色粘上の互層がみられた。その下、標高約1.4m前後には厚さ10cm程度

の微量の炭混じりの暗灰褐色やや粘質上が堆積し、包含層のようにみえたが、遺物の出土

は確認されなかつた。標高 1～ 1.4mに は砂層・砂礫層が堆積し、砂層には微量の炭が含
―

一 一 ―

―
― ― ― 一 ―

一

一 ― 一
― ―
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〈西壁土層図〉

士 層 名 》

褐色土 (1日表■ )
暗灰色土

砂磯混しり灰黄色土

淡灰責色土 (均質な堆積 )

炭混しり暗灰責色土

炭混じり暗褐色土

炭微豊混じり灰黄色土

黄色地山上部層

T｀

グリッド8 石 垣

まれていた。西側の道路が建設される以前には、この地点は北側の海へ突出した小丘陵の

東倶1裾部にあたり、西から東へ緩やかに傾斜 した砂地であつたとみられる。

山裾に設定したグリッド6・ 8か らは、石jEが検出された。本来同一の石垣であり北方へ

続いて構築されたものとみられた。石垣は、丘陵斜面から続く岩盤と堆積上を垂直気味にカット

し、一辺15～20cmほ どの和泉砂岩の角石を6～ 7段、高さlm以上に積み Lげていた。グリッ

ド8において、石垣構築以自Tの斜面堆積である 5。 6層には炭と脆くなつた砂岩小石が含

まれており、遺物の包合はみられなかつたが、何らかの遺構に伴う堆積上である可能性が高い。

遺物としては、クリッド6の 1回表土より江戸時代後半頃の胞烙が出上したのみであつた。

ま と め
グリッド6。 8で検出されたイ「垣は、丘陵裾部を取り巻くように構築されていたのは確

実である。武内善信氏の幕末の和歌山藩の御台場と海防についての研究によると、嘉永 6

(1853)年のペリーの来航などの事件を契機にして、嘉永 7年 1月 頃から15個所、ロシア

船ディアナ号が大阪湾に侵入した嘉永 7(1854)年 9月 までに30個所の御台場 (砲台)が

加太から有田部宮崎までの紀北の海岸沿いに築造されたとされ、調査地周辺の柚ノ浜に海

防のための御台場が築かれたのは、ディアナ号来航直後であつたものと考えられている。

また、御台場の構造については土俵を積み上げたものか、せいぜい石垣の上に上塁を固め

た程度のものだったとされる。今回、検出された石垣は、その位置 。規模 。構造と若干の

出土遺物からみて、幕末頃に築かれた御台場の一部であつたと考えられる。 (前 田敬彦)

(711)武内善信「「海防図Jを読む―幕末和歌山藩の御台場と海防―J『和歌山市立博物館研究紀要』3(1988)
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和歌山市木 ノ本715他

290m2

調 査 地

調査面積

位置と環境

本古墳は、和歌山平野の北西部、和泉山脈の山裾部の標高 3～ 4mの 平野部に立地する

5~i方後円墳である (表紙写真)。 西方約150mに位置する茶臼山古墳 (自 i方後円墳 ? 規模
不明)と 南東約100mに位置する釜山占墳 (円墳 直径約40m)と ともに木ノ本 (釜山)
占墳群を形成する。県下においても、平野に立地する屈指の中期古墳群である。

開発計lblに対処するために、測量図の作成とトレンチ調査を実施した。

調 査 内 容

現況の測量図によると本古墳は、西面して築かれた前方後円墳で、全長約70m、 後円部

直径約38m、 前方部長約35mであり、後円部の最高点で標高6.35m、 前方部の最高点で

6.21mで ある。周辺の水田面との比高は2.9～3.9mであり、墳頂部には畑作に伴う畝がみ

られる。また前方部端部に 17■倉庫、墳丘南側には住宅が建設されており、後世の改変が著

しいものとみられた。

12個所に設定 した トレンチ調査では、後円部中央で主体部は検出されなかつたものの前

方部南側斜面において墳丘2段 目とみられる葺石が長さ9m以上にわたつて遺存している

のが判明した。葺石は高さ 1～ 1.5m、 角度は20度 前後で積まれており、葺石には長径10

～30cmの砂岩の河原石を主体とし、若干の片岩が使用される。やや人振 りな石材を縦方

/

茫
臼山古墳
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向に並べた境界列石もみられた。

現況の後円部の裾部においても

和泉砂岩の石積みが見られたが、

これらはウラゴメに瓦器を包含し

ており後世の石垣と判断された。

出土遺物としては、後円部の

斜面堆積上からガラス小玉12点

と碧玉製管玉 1点が出上 したほ

か、各 トレンチより円筒埴輪・

朝顔形埴輪・形象埴輪 (蓋)が

出上 した。

ま と め

調査により主体部は検出され

なかつたものの後円部斜面の堆

積土よリガラス玉や管玉などの

冨1葬品とみられる遺物が出上 し、

墳丘 2段 目の葺石が遺存 してい

ることも確認された。前方部 2

段 目の葺石の方向や周辺の調査

歴よりみて、本来の古墳の規模

は現況よりも拡大することは確

実で、全長80mに も及ぶことが

推定され、また周辺の水田区画

と葺石 レベルとの関係よりみて

盾形周濠をもつことも確実視さ

れる。埴輪は、無黒斑で須恵質

焼成のものが多くみられる。円

筒埴輪は、タテハケのちC種 ヨ

コハケのものが多く、底部は淡

輪技法によるものである。

古墳の規模 。構造 。出土遺物よりみて、本古墳は 5世紀中頃に築造された県下における

代表的な中期古墳であることが再確認された。              (前 田敬彦)

(注 1)『木ノ本釜山 (木 ノ本ⅡI)遺跡発掘調査報告書』 和歌山市教育委員会・同志社大学考古学研究室 (1989)

(注 2)川西宏幸「円筒埴輪総論J『考古学雑誌』64-2(1978)

円筒埴輪 (胴部・底部 )
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和歌山市木 ノ本565他

911112

15。 木ノ本Ⅱ遺跡 第 2次調査

調 査 地

調査面積

位置と環境

木ノ本Ⅱ遺跡は、和歌山平野の北西部の和泉山脈のふもとに立地する遺跡である。周辺

地域では、和泉山脈の傾斜変換線にiiZintつ て、西より西庄遺跡、西庄 II遺跡、木ノ本 I～Ⅲ

遺跡などの占代から中世の遺跡が連綿と形成されている。今回の調査地 17■、木ノ本Ⅱ遺跡と

木ノ本Ⅲ遺跡の境界付近に位置 している。県道西脇梅原線を挟んで北側の上地においては、

昭和 63(1988)年 度に調査が実施され、13～ 14世紀を中′心とする遺物包合層が確認され、

湿地状の堆積を示 していた。

調 査 内 容

調査にあたつては、基礎工事により深掘される部分について13個所のグリッドを設定 し、

西からGl～ G13と 呼称 し、機械掘削の後、旧耕作土より下層を人力掘削 した。中世の包
含層を挟んで上面と下面に遺構面が確認され、さらに県道寄 りの調査区では下層遺構のさ

らに下部に沼状地形がみられた。

旧耕作上の下面には、幅10～ 50cm、 深さ 5～ 10cmの 幅の狭い濤が多数検出された。 グ

リッド5、 8、 11の西端部、グリッド12の西端部では南北方向、グリッド11、 12、 13の人

部分では東西方向を示 し、耕作上中にはガラスやプラスチック片等の近代以降の遺物が含

道西
聾猿線 |

木ノ本H遺跡

新薦ET磐

調査対象地の位置
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まれるのに対して、これらの濤内には中世土器

が主として包含される。13～ 14世紀の遺物包含

層をベースにして形成されることよりみて、

中世後期から近世期の畑作に伴う畝溝とみら

れた。

グリッド2、 5、 8の 下層では、東西方向

にのびる 2条の濤を検出した。幅15～ 40cm

で深さ10～ 30cmで ある。調査地の制約によ

り相互の関係は不明であるが、位置・検出面・

埋土よりみて関連性は高いものとみられる。

また、グリッド13の南西部においては半径1.5

～1.8m程度の上坑状の遺構を 1基検出した。

湧水と壁面崩壊により完掘はできなかつたが、

深さは50cm以上を測り上坑中央部付近では

和泉砂岩の塊石が10個前後散乱していた。本

来、井戸であつたものが崩壊したと推定された。

以上の下層遺構からは、瓦器 0土師質土器・

羽釜 。青磁などが出上し、13世紀～14世紀の

時期に属するものとみられた。

また、グリッド5の北端の最下層、沼状地形の

埋土とみられる堆積土より自然木とともに縄文

時代晩期末の刻み目突帯をもつ深鉢が出上した。

ま と め
出土遺物の傾向よりみて、本地点において

遺跡が本格的に展開するのll■鎌倉時代後半で、

沼状地形の南側の縁辺部に沿うように滞が掘

削されるとともに丼戸が構築される。その後、

遺物混じりの上が堆積 したのちに、畑作に関

連する畝濤が多数掘削され、近年にいたるま

で畑として利用されたとみられた。

遺構は不明ながら、縄文土器・弥生土器・

須恵器・製塩土器・黒色土器も出上すること

よりみて周辺地に縄文時代から平安時代に至

る各時代の遺構が存在するものとみられる。

(前田敬彦)

調査地区配置図 (Glはグリッド1の略号)

7
縫文土器 (G5、 沼状)

＼

ジ
弥生土
=(C2、

澪)

V
製塩土器

.(03、
6層 )

製塩土器 (G5、 6層 )

撃 F.て

黒色土譲 (G6、 澪)
瓦器 (C2、 2層 )

＼ 今ヽ|ィ
青磁 (Gl、 2層 )

/―
自磁 (G2.1層 )

こね鉢 (G2、 2層 )
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さぎ の もり

16.鷺ノ森遺跡 第 1次調査

調 査 地  和歌山市九家ノ丁12

調査面積  70m2

位置と環境

鷺ノ森遺跡は、紀ノ川平野左 (南 )岸北西部にあり、和歌山市の中心部やや北側に位置

する。現在の行政区画では、和歌山市鷺ノ森・鷺ノ森南ノ丁・鷺ノ森西ノ丁 。九家ノ丁・

西大工町・東鍛冶屋町・西鍛冶屋町などにわたつており、東西約300m、 南北約350mの 範

囲が周矢日の遺跡として認識されている。現況は市街地である。調査地の現状の標高は海抜

2.8mである。

この遺跡が認識される端緒となつたのは、1947(昭和22)年頃に各種の土木工事による

掘肖1に伴って出上した遺物が、故・吉備慶三郎氏によって採集されたことによる。これら

の遺物のなかには、弥生土器片 。須恵器片 。上師器片 。円筒埴輪片・叩石・凹石などが含

まれており、この遺跡は和歌山城下町の一部であると同時に、弥生時代から奈良時代にか

けての遺跡と複合した都市遺跡としてとらえることができる。今回の調査は、マンション

建築予定地について実施した。

調 査 内 容

調査に先立って実施した試掘の観察結果から、現地表面から約70cmは第二次世界大戦

後の整地層であることがわかつたので、この部分を機械掘削した後に調査を実施した。堆

積層は表土層を含めて10層に分層できた (11層 は自然層と考えられる)が、このうち 5層

以下を調査対象とした。遺構はほとんど

がピットおよび土坑であり、 5層 。7層・

11層の 3面が主な遺構面となつている。

5層 ◆7層からの掘 り込みは比較的小考1

で性格のよくわからないものが多いが、

最下層の11層の上坑は比較的大型で、井

戸やゴミ穴と思われる掘 り穴を混えてい

る。このほか、調査区域のほぼ中央に南

北方向に石積みが検出された。これは、

緑色片岩の害1り 石を 7～ 8段 (幅 30～50

cm、 高さ65cm)に積み上げたもので、

調査区域の南北へそれぞれ続いている。

基底部は 9層中に掘肩が確認されたが、

どの層から切り込んでいるかは掘 り穴が

重複 しているため確認できなかつた。た
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唐津皿類 (9層出土)

だ、断面の観察から、この石積みは本来地表面に積み上っていたもので、それが整地層の

雄積によつて埋没していったものと判断される。

各堆積層から出+した遺物をみると、 5～ 6層は19世紀代のものである。 7層からは染

付・スリ鉢 (丹波系)・ 灯明皿 。京焼などが出土しており、染付丸碗などからみて18世紀

代のものと考えられる。 8層の遺物はあまり多くないが、17世紀代に遡ると思われる。 9

層 (上層)か らは、肥前系の染付・唐津 (皿・香炉)。 美濃 (織部風大皿・志野菊皿)・ 嬉

野系茶碗・京焼 (肥前系 ?)な どが出上しており、17世紀中葉すぎの堆積層である。 9層

(下層)には16世紀末葉の中国産染付や志野、瀬戸美濃系の天日などを混えているものの、

肥肯t系の染付からみて17世紀中葉の堆積層と考えられる。ほかに唐津 (大皿・皿 。小不 。

水指)、 織部風大皿、備前茶陶などが出上している。最下層の堆積層である10層からは、

やはり16世紀代の中国産染付や白磁を含むが、いわゆる胎土目および砂目の唐津を多く出

上しており、17世紀第 2四半期以前の堆積層と考えられる。

ま と め
今回の調査では、調査区域が狭いこともあつて建物遺構等の明瞭な遺構は検出されなかつ

たが、近世初期以降の各時期にわたる堆積層およびそれらに伴う多くの掘り穴等を確認す

ることができた。出土遺物は、陶磁器類がほとんどであるが、他に瓦類・塩壺・寛永通宝。

キセルなどがある。堆積層から出土した遺物を中心として近世における陶磁器類の変遷が

たどれるものと思われる。調査区域中央部で検出された石積遺構は18世紀前半に構築され

たものと推定されるが、土塀などの基礎であろうか。今回の調査区域は、1563(永禄 6)

年に創建された本願寺鷺ノ森別院に隣接する個所であるが、総体に堆積層、遺構ともに16

世紀代に遡るものはないと判断される。 (大野左千夫 )

(注 1)宮田啓二「城北 。加太 。有功地区の遺跡および遺物」『和歌山市文化財総合調査報告』(2)和 歌山市教

育委員会 (1979)

大野左千夫「鷺ノ森遺跡出tの下駄についてJ『和歌山市立博物館研究紀要』9 和歌山市立博物館 (1994)
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き の もと
17.木ノ本Ⅲ遺跡 第 5次調査

調 査 地  和歌山市梅原316-15他

調査面積  45m2

位置と環境

木ノ本Ⅲ遺跡 l‐l和泉山脈と紀ノ川に挟まれた低地に東西約 4km、 南北約400mの範囲で

存在する遺跡である。当遺跡には木ノ本古墳群という3基の古墳があり、和歌山県では数

少ない平野部に築かれた古墳群として知られている。また当遺跡の周囲には東西に遺跡群

が連なつていて、和歌山市の歴史を知るうえで重要な地域である。

今回の調査地点は、木ノ本古墳群の一番東に位置する釜山古墳の南東約50mと いう近接

地であり、釜山古墳に関連した遺構等の存在の可能性が考えられたので、その実態を確認

するための調査を行った。

釜山古墳は1958年に和歌山県の史跡指定を受けた直径約40m、 高さ約 7mの円墳で、
1898年の調査の際に純金断片、金銅片、ガラス小玉、土器片、直刀破片、鎧片、鉄鏃、鎗、

円筒埴輪片、人骨などが出上している。また第 4次調査で古墳の西狽1に隣接する畑地を調

査した時にも多量の埴輪片や土器片を伴って幅約 3mの集石夕1が古墳に並行して検出され

ている。

調 査 内 容

本調査は共同住宅建築に先立つ遺跡の実態確認を目的とした発掘調査であり、現在駐車

場として使われているところにL字状に調査区を設定し、重機でアスファル ト舗装面を含

化ェ梅原

）

　

ヽ
、
　

）

木ノ本Ⅲ遺跡

調査対象地の位置
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んだ盛上部分を取り除いた後、人力による掘り下げを行った。

(1)基 本 層 位

薄い青灰色粘土層の下に炭化粒子や少量の上器片を含んだ暗灰黄色砂泥層があり、その

下には灰褐色砂層が厚く堆積していて遺物などは殆ど見られなかつた。地表から約 lm掘

り下げたところでまわりから水が湧き出し、それ以上の掘り下げがむずかしくなったので、

灰褐色砂層がまだ下に続いていることを確認して作業を中止した。

(2)遺   構
北側は近年の撹乱などによつてよくわからなかつたが、南側では東西方向に走る幅約 4

mの大きな溝状の落込みを検出した。しかしその堆積土からは炭化粒子などが観察された

だけで、土器などの遺物はなかつた。

(3)出 土 遺 物

暗灰黄色砂泥層内に上師器、瓦器、陶器、磁器、瓦などの細片が少量含まれており、中

世以降のものと思われる。

ま と め
以上のように今回の調査では調査区の南側で東西方向の溝状遺構が検出された。しかし

遺構に伴う遺物が出上していないので時代ははっきりしないが、遺物包含層の暗灰黄色砂

泥とよく似た質の堆積上であったのでおそらくは中世以降であろう。溝については釜山古

墳とは直接の関係 ll■ないと思われるが、中世における古墳周辺の地形の一端を確認できた

ことは、当時の生活環境を知るうえで貴重な成果であつた。

最近木ノ本地区周辺における発掘調査が増えてきており、この地域の実態が徐々にあき

らかになつてきている。その中の 1つ にベースとなつている褐色系砂層がかなり起伏のあ

る地形を形成していることがわかつてきた。本調査を含めた今後の細かな観察によつて当

地域の 1日地形がはっきりと浮かび上がって くるであろう。

(注 1)岩西忠―「木ノ本古墳J『和歌山県史蹟名勝記念物調査報告』第9冊 (1930)

(益田雅司)
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しようぶ だに

18。 菖蒲谷遺跡 確認調査

調 査 地  和歌山市井戸329-1他

調査面積  30m2

位置と環境

菖蒲谷遺跡が所在する和歌山市井戸は和歌山平野の南端部、西を除く三方を山に囲まれ

た盆地状地形の東端に位置する。当遺跡の所在する千石山は大旗山から西に派生する丘陵

の突端にある独立丘陵で、ほかにも千石山遺跡・井戸遺跡、千石山古墳群や井戸占墳群な

ど弥生時代から古墳時代にかけての遺跡群が存在している。

菖蒲谷遺跡は1987年 に和歌山県教育委員会が千石山古墳群とともに発掘調査を行い、そ

の時の調査では弥生時代から古墳時代にかけての台状墓や土坑墓が多数検出され、それに

伴う上器などの遺物が大量に出土している。

調査 内 容

今回の調査は千石山の北狽1斜面の裾部にあたり、和歌山県教育委員会の調査地点の西側

にあたることから墓域が西に延びている可能性が考えられたことから、確認のための調査

を行った。

調査は山の斜面に沿って幅 lmの トレンチを設け、人力による掘り下げを行った。どち

らも堆積土は殆どなく、表上の下はすぐ地山であつた。

遺構は第 2ト レンチの南側、山の中腹付近で斜めにはじる幅約80cm。 深さ約30cmの溝

を検出した。底部近くから十師器片や瓦器片などが数点出tした。瓦器については13L紀

多
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調査対象地の位置
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代のものと思われる。

ま と め
当地域では弥生時代から古墳時代にかけての遺物の出上が顕著であるが、今回の調査で

中世以降の遺物が出上したことは重要である。特に千石山の中腹で溝に伴つて出上したこ

とは、古墳時代に墓域とされていた当地の中世以降の在り方に新たな視点を見い出したこ

とになる。そして周辺地域の実態究明を含めた今後の調査結果に期待したい。(益田雅司)

瓦器椀

0                  5cm

出 土 遺 物



き の もと
19。 木ノ本Ⅲ遺跡 第 6次調査

調 査 地  和歌山市木ノ本560-2

調査面積  32m2

位置と環境

木ノ本Ⅲ遺跡は和歌山平野北西部、和泉山脈と接する標高約 3mに位置する遺跡で、東

西約 4km、 南北約400mを測る。当遺跡のほかに周辺には西庄遺跡、木 ノ本 I遺跡、木ノ

本Ⅱ遺跡、木ノ本経塚、木ノ本古墳群などの遺跡群が連なつている。

今回の調査地点は木ノ本Ⅲ遺跡の南西端にあた り、木ノ本Ⅱ遺跡と接するところにあた

り、近年この周辺を調査 した際に中世を中′いとした遺構や遺物が確認されている。

調 査 内 容

本調査は共同住宅建築に先立つ遺跡の実態確認を目的とした発掘調査で、予定地内に幅

2mの トレンチを東西方向に約16mの長さで設け、重機で盛上を取 り除いた後旧耕作上か

らは人力による掘 り下げを行った。作業中旧耕作土上面から水が流れ込み、随時水中ポン

プによる排水が必要であつた。また盛上が砂であったために水の流入による土砂崩れを伴っ

てなかなか作業が進まなかつた。

(1)基 本 層 位

旧耕作上の下に土器片を含んだ青灰色砂泥があり、遺物包含層の下は暗紫灰色粘上で、

その下は暗灰青色砂となる。各層位の厚さは盛+約 lm、 旧耕作上約 15cm、 青灰色砂泥

(遺物包含層)約 10cm、 暗紫灰色粘土約20cmと なり、複雑な層位は示さずにはぼ平行に

‐Ｉ
Ｊ

□
□

|| ズノズⅢ遭木ノ本 II遺跡

調査対象地の位置
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堆積していた。なお濤状遺構 1と した遺構内には暗灰黄色砂泥が堆積していた。

(2)遺   構
暗紫灰色粘上 L面で南北方向に延びる2条の溝状遺構を検出した。どちらも上部が削失

されていて底の部分だけであつた。

滞状遺構 1と したものは幅約 4mを測り、底面は一定ではなく西側は浅くて東側がやや

深い。

濤状遺構 2と したものは広いところで幅約 lm、 深さは約 5cmを 測る。底部は平坦で

おそらく断面U字形の濤であつたと思われる。

(3)出 土 遺 物

遺物包含層である青灰色砂泥から土師器、瓦器、瓦などの細片が少量出上したが、時期

を決めるまでの資料は得られなかつた。

ま と め
今回は限られたLAl積で、しかも湧水に悩まされながらの調査であつたが、暗紫灰色粘土

上面で南北に延びる2条の濤状遺構を確認することができた。どちらも底部しか残ってお

らず少なくとも濤状遺構 1は溝状遺構 2よ り古いと考えられるが、出上した遺物を見る限

りは双方の時代差はあまりないようである。

中世の上器片が少量確認できたことは、中世において当地域周辺で生活を営んでいた可

能性を示しており、注意を払う必要がある。

近年木ノ本地区を調査する機会が増加し、その実態が徐々に判明してきている。その中

で大きな特徴として旧地形がかなり複雑であつたことがあげられる。特に本調査地周辺は

100mも 離れるとまつたく異なつた地形が形成されていて、予想の困難な地域であること

がわかつてきた。今後も調査を重ねることでよりはつきりした 1日地形が判明されることを

望むものである。                          (益 田雅司)
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20。 鳴神Ⅳ遺跡 第 3次調査

調 査 地  和歌山市鳴神968-1他

調査面積  200m2

位置と環境

紀ノ川下流域の南部に位置する鳴神地lX~は、和歌山市の中でも遺跡が密集した地域であ

る。その 1つ鳴神Ⅳ遺跡は東西500m。 南北375mにわたり、花山丘陵の西端部に接 して存

在する古墳時代を中心とした遺物散布地である。当遺跡では1977年から1979年 にかけて国

道24号線のバイパス建設工事に伴う発掘調査が和歌山県教育委員会によつて行われ、その

際に古墳時代の大小の蒋や掘t柱建物・井戸 。土坑などが検出され、各種の遺物も数多く

出土している。

調 査 内 容

当遺跡南部の耕作地において宅地造成が計画されたことに伴い、過去に和歌山県教育委

員会が実施した近接地の発掘調査の結果を踏まえて当該地における遺跡の実態を確認する

ための調査を行つた。調査は地割りに合わせて東西86m・ 南北2.5mの トレンチを設定し、

重機で耕作上を取り除き、後は人力による掘り下げを行った。

(1)基 本 層 位

耕作十自体が薄くてすでに糸Hかな土器片がかなり含まれていたが、耕作土直 ドから黄灰

色系粘質上の遺物包含層が約30～ 60cmの 幅で堆積していた。よく観察すると何層かの耕

作 11が細かく重なつた状態を示していた。上層遺構面を挟んで灰黄色系粘質上の遺物包含

咽
□
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調査対象地の位置
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層が続き、その下に中層遺構面の暗褐色系粘質土層、下層遺構面の黄灰色粘質上、灰青色

系強粘上層、暗灰色系砂層と順次下がつて行く。西側は比較的安定した雄積を示していた

が、東側については一部包含層下の灰茶色系砂層から水が湧き出して壁が崩れてしまって

調査を続けることができなかつた。

(2)遺   構
3面確認したが、検出したのはいずれも滞状の掘り込みであつた。上層 (SD l～ 7)

で南北方向に延びるものが 6条、これらにほぼ直交するかたちで東西方向に延びるものを

1条検出した。すべて幅が狭く断由iが浅いU字形をしている。南北方向の溝群はほとんど

平行に並んでいるが、間隔は不規則である。中層 (SD 8～ 10)は西側に 3条かたまって

検出した。幅約 lm。 深さ50～ 70cmで、SD 8はゆるいV字、SD 9は V字、SD10は U字

形の断面を呈している。いずれも南東 。北西方向に延びる。下層 (SDll～ 13)は 3条検

出した。SDllは幅約3.5m・ 深さ約50cmを潰1り 、底は平坦に近い。SD12は幅約3.7m・

深さ約60cmを 測りゆるいV字形を呈する。SD13は 幅約 4m・ 深さ約90cmを測 りゆるい

V字形を呈する。SDll・ 12が南東・北西方向に延びるのに対し、SD13は南北・北東方向

に延びている。東端で砂層の堆積する大溝を確認したが、壁が湧水で崩れてしまったので

観察できなかつたが、少なくとも幅 4m以 上・深さ約 lmの規模を有し、遺物も少なから

ず出上している。

(3)出 土 遺 物

コンテナに 2箱分の十器片を出土したが、ほとんどが包含層内からであり、いずれも細

片であつた。土師器・須恵器・瓦器 。瓦 。輸入陶磁器 。国産陶磁器など古墳時代から近 lt

にいたる多種多様なものが含まれていた。

ま と め
限られた範囲での調査であったが、 3時期の遺構面を確認することができた。いずれも

溝状遺構の検出であり、以前和歌山県教育委員会が行った調査で得られた結果との関連性

を考える必要がある。特に東側で確認 した大溝やSDll～ 13な どはその規模からも可能性

が高く、そういった濤状遺構を確認したことは歴史的地形を復元する上で貴重な資料とな

る。

(注 1)『 1鳥神地区遺跡発掘調査報告書』 和歌山県教育委員会 (1984)

(益田雅司 )
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III.

1.|

普及啓発活動

書籍刊行

LFF蔵文化財の発掘調査報告書を刊行し、関係機関等へ配布した。

『鳴神Ⅳ oV遺跡発掘調査報告書』 (平成 2年 3月 )

和歌山市文化財ニュース発行

文化財に対 しての理解を深めてもらうために、市内の小中学校と―ilの方々を対象

にして本年度より『和歌 ||1市文化財ニュース』を不定期に発行することとした。 昭和

63(1988)年度と平成元 (1989)年度に発行 したものは以下の通 りである。

『和歌山市文化財ニュース』No l(1989年 1月 )不日歌山城の発掘

『和歌山市文化財ニュース』No 2(1989年 2月 )奥 山円遺跡の発掘

『和歌山市文化財ニュース』No.3(1989年 4月 )奥 ||1田遺跡の発抽| その 2

『和歌 I LJ市文化財ニュース』No.4(1989年 9月 )奥 山田遺跡の発掘 その 3

『和歌山市文化財ニュース』No.5(1989年 10月 )奥 山田遺跡の発掘 その 4

文化財講演会開催

第 4回和歌山市文化財講演会を開催 した。

平成元 (1990)年 1月 21日 (L)市民会館 (参加者約200名 )

講師 佐原 員氏 (奈良国立文化財研究所 埋蔵文化財センター研究指導部長 )
演題  「縄紋人・弥生人とわた したちJ

現地説明会開催

和歌山市教育委員会と共催で発掘調査の現地説明会を実施 した。

昭和 63(1988)年 5月 7日 (上 )

太田・黒田遺跡 (第 22次調査)現地説明会 (参加者約30名 )
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太田・黒田遺跡 (第22次調査)現地説明会
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